
【別紙様式】

学力向上に効果のある取組事例
佐伯市立佐伯小学校

取組の具体

質の高い言語活動と個別最適な学びを位置づけた国語科の授業作りに関わる研究より
①追求すべきテーマや本時の「めあて」を児童（学習者自身）が決める『学習の個性化』
②『学習の個性化』を実現する教師モデル
③『学習の個性化』を支えるロングレンジの学習活動とICTの活用

○教育目標を踏まえ，目的と内容を明確にした国語科の研究の継続（平成24年度～）
※研究が独善的にならないように，京都女子大学の水戸部修治教授（元文部科学省教科調査官）
に年間を通じて指導を仰ぐとともに，市の国語科研究指定校として毎年公開研を行っている。
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⑰校内研修などによる授業改善


